
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の 12 月に 5 年生から 4 年生へ「さんさ踊り」が引き

継がれましたが、この 3学期には本校伝統のマーチングの引

継ぎが行われました。業間休み等を利用して 6 年生が「師匠」

となり、それぞれの担当に分かれて 5 年生にやさしく教えて

くれました。5年生も短期間で学ぼうと必死になって練習し、

先生に頼らず、自分達だけでしっかり学び合っている姿を見

ていると、高学年としての成長が感じられました。 

2 月 8 日（金）には、心地よい緊張感の中、体育館で引継

式が行われました。5 年生が練習の成果を 6 年生に披露し、

その後、感謝の手紙を渡すプログラムでした。今後、5 年生

には演奏の技術だけでなく、後輩を大切にする心や粘り強く

努力する姿勢などのよき伝統も伝えてほしいものです。 

マーチングの引き継ぎの成果は、2 月 28日(木)に行われる「6 年生を送る会」で全校に披露されます。

当日は、6 年生にとっては自分たちが守り高めてきた伝統を在校生に示す最後の演奏を行う場となり、

そして、5 年生にとっては 6 年生を越える演奏を作っていくスタートの場となります。 

3 学期は、このような自分達の成長を振り返りながら次のステップへの準備をする学習活動がどの学

年でも進められています。 

 

 
 
 
 
 
 

 1月 31日（木）、日頃、子供たちの登下校を見守ってくださっているスクールガードの皆さんとの交流

会を行いました。会の初めに、児童会長の小笠原茄乃さんと副会長の藤原祐翔さんがお礼を伝えるとと

ともに、全校児童が書いた感謝の手紙をお渡ししました。 

 その後の活動交流で話題に上ったのは、交通量の増加、道路関係の工事、３００M ルール、児童の挨

拶等についてでした。この 1 年、学区内のどこかで常に道路工事が行われていました。学校周辺につい

ては連絡が入りますが、少し離れてしまうと、どこでどのような工事が行われているのか把握できない

状態でした。学校からのお知らせと同時に、スクールガードの皆さんからも情報提供いただくことを確

認しました。また、挨拶については、「声をかけても挨拶を返してくれない。」などの厳しい声がある中

で、ある方がその日の朝の出来事として、「挨拶をしない子もいるけど、今朝、低学年の二人組に、『こ

んな寒い日に私たちを見守ってくださってありがとうございます。』と言われた。この一言だけで続けて

よかったと思った。」とのお話をいただきました。 

 交流会の最後には、紫波警察署生活安全課長の岡市善寿様より、町内の現状について講話をいただき

ました。不審者事案は減ってきているが、朝の時間帯の物損事故は増えているとのことで、今年 9 月の

岩手医科大学附属病院の総合移転を前に、学校、関係機関、地域が連携し、子供たちの安全確保に努め

る必要性について再確認する場となりました。 
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▲ 指揮棒を引継ぐ和合輝季さん 
 

  


